
 

ウィズコロナ時代と労働組合 
コロナ禍に雇用を守り抜け！ 

【 機 関 紙 Ｊ Ａ Ｍ ・ 2 0 2 0 年 5 月 2 5 日 発 行  第 2 5 6 号 】  

 

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に よ る「 緊 急 事 態 宣 言 」が ４ 月 ７ 日 に 発 令 さ れ 、

16 日 に は 全 国 に 対 象 を 拡 大 し た 。  

懸 念 さ れ た 爆 発 的 感 染 拡 大 は 回 避 さ れ た も の の 、 未 曾 有 の 緊 急 事 態 宣 言 と

そ れ に 伴 う 自 粛 要 請 に よ っ て 、 経 済 に 深 刻 な ダ メ ー ジ を 与 え 、 出 口 の 見 え な

い 現 状 が 雇 用 や 生 活 の 不 安 を 抱 か せ て い る 。  

４ 月 度 の Ｊ Ａ Ｍ 雇 用 動 向 調 査 結 果 で は 、 雇 用 関 連 の 新 規 提 案 総 件 数 が 42 6

件 と な り 、 前 月 比 で 341 件 の 激 増 と な っ た 。 そ の 内 訳 は 、 一 時 休 業 ・ 教 育 訓

練 等 の 雇 用 調 整 が 39 7 件 、 賃 金 カ ッ ト が 20 件 を 占 め た 。  

緊 急 事 態 宣 言 に よ る 感 染 拡 大 防 止 と 外 出 自 粛 要 請 は 、 多 く の 企 業 が 在 宅 勤

務 や 自 宅 待 機 を 指 示 し 、 サ プ ラ イ ヤ ー 構 成 比 の 高 い Ｊ Ａ Ｍ で は 、 受 発 注 側 双

方 の 影 響 を 免 れ な か っ た 。  

山 田 久 氏 （ 日 本 総 研 副 理 事 長 ） は 、 202 0 年 経 済 見 通 し を 「 前 半 ２ ～ ３ 割 の

落 ち 込 み 、 後 半 せ い ぜ い 半 値 戻 し に 止 ま る 」 と し 、「 20 2 1 年 半 ば ま で に 100

万 人 の 雇 用 減 、 長 期 化 す れ ば 202 1 年 末 に は 200 万 人 の 雇 用 減 も 想 定 さ れ る 」

と 説 明 し て い る 。  

Ｊ Ａ Ｍ は 、 コ ロ ナ 禍 の 深 刻 な 影 響 懸 念 か ら Ｊ Ａ Ｍ 緊 急 事 態 宣 言 を 発 出 し 、

組 合 員 の み な ら ず 全 て の 労 働 者 の「 命 と 健 康 」「 雇 用 と 生 活 」を 守 り 抜 く 活 動

を 展 開 す る 。 コ ロ ナ 禍 の 雇 用 と 労 働 条 件 に 労 働 組 合 が 果 た す べ き 役 割 と 責 任

は 大 き い 。  

Ｊ Ａ Ｍ が 2 月 に 行 っ た 操 業 に 関 す る 緊 急 調 査 結 果 か ら は 、 操 業 見 通 し に 極

度 の 悪 化 兆 候 が 見 ら れ た た め 、 雇 用 調 整 助 成 金 の 拡 充 と 要 件 緩 和 に 向 け て 取

り 組 み 、 そ の 実 現 を 果 た し て き た 。 更 に 4 月 下 旬 か ら は 、 政 策 へ の 発 信 力 を

高 め る た め 森 本 真 治 国 会 事 務 所 に 書 記 局 員 を 配 属 し 、 雇 用 問 題 の 対 策 に 就 け

て い る 。  

今 後 、 ウ ィ ズ コ ロ ナ に よ る 制 約 は 、 わ れ わ れ の 働 き 方 や 生 活 に ど の よ う な

影 響 を 与 え る の だ ろ う か 。 労 働 組 合 の 取 り 組 み も 、 時 宜 に か な っ た も の で な

く て は な ら な い 。 ウ ィ ズ コ ロ ナ は 「 労 働 の 価 値 」 と 「 製 品 の 価 値 」 を 高 め る

も の で あ っ て も 、 損 な わ せ る も の で あ っ て は な ら な い 。  
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